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高齢になっても、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、自動車の運転は大切

な生活手段のひとつです。本講演会では、高齢者の安全運転を支援するアプリ「AI 

ContactCARE」の実証実験結果をご報告するとともに、「高齢者と運転」をテーマとした

講演を行います。 

これからも安全に運転を続けるために何が必要なのか。ご本人だけでなく、ご家族や地

域の皆さまと一緒に考えてみませんか？どなたでもお気軽にご参加ください。 
 

 

           
  

     ふれあい健康館 軽スポーツ室 
 

①「AI ContactCARE」実証実験 結果報告 

               ジェネクスト株式会社 志田 智哉 氏 

② 認知機能検査と運転シミュレーターとの相関関係について 

秋田大学保健学科 講師 小玉 鮎人 氏 

③ 講話「認知症予防をして末永く安全運転を！」 

鳥取大学医学部保健学科認知症予防学講座 教授 浦上 克哉 氏 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢者の「安全に運転し続ける」を考える 
講演会／実証実験結果報告会 

高齢者の運転寿命延伸プロジェクト事業 

 

「運転をやめる」だけではなく、「安全に運転し続ける」ために 

  浦上 克哉 氏＜プロフィール＞ 

 1983 年鳥取大学医学部卒業後、神経内科を専門に携わり 2022 年より鳥取大学医学部保健学科

認知症予防学講座(寄附講座) 教授を務める。 

 日本認知症予防学会理事、日本化粧療法学会理事、日本認知症予防学会専門医。アルツハイマー型

認知症および関連疾患を専門とし、外来での診療と治療、予防、ケアなど総合的に認知症と取り組む。

また、認知症早期発見のためのタッチパネル式コンピューター「物忘れ相談プログラム」などの機器の

開発、テレビにも多数出演し幅広く精力的に啓発活動を行っている。 

大潟村地域包括支援センターからのお知らせ 

 

【問合せ】地域包括支援センター TEL ０１８５－２２−４３２１ FAX ０１８５－２２−４５１１ 

研究報告 


